
 

１. 目的 

 

 

 

 
 

 

２. 進め方（ワークシート活用例） 

ワーク 進め方とファシリテーターの視点 

Ⅰ 

１ イラストの会話を参考にして、参加者の率直な意見を聞いてみましょう。 

≪視点１≫ 誰もが犯罪被害者になってしまう可能性があることから、この問題を自分のこととし

てとらえ、理解することが大切です。 

２ 被害直後の精神状態について、資料①を参考にして考えてみましょう。 

≪視点２≫ 犯罪被害者の問題は、防犯の問題とは異なります。犯罪に巻き込まれた人には、責任

がないことに留意しましょう。犯罪者が違法な行為を行ったことが問題なのです。「気

をつけていないから、犯罪に遭ってしまうのだ」という考えは、被害者を更に傷つける

ことにもなりかねません。 

Ⅱ 

● 資料②を参考にして、二次的被害についての問題点を考えてみましょう。 

≪視点３≫ 犯罪被害者等は、犯罪等により直接生じる精神的・身体的・財産的被害だけでなく、

自らやその家族が犯罪行為の対象となったという事実からも精神的被害を受けるこ

とがあります。さらに再被害に対する不安や恐怖、またいわれのない誹謗中傷等、い

わゆる二次的被害を受ける場合もあります。犯罪被害者やその家族の置かれている

状況や心情を理解し、自分自身の問題として考えていく必要があります。 

Ⅲ 

● 犯罪被害者やその家族が二次的被害などを受けずに、安心した暮らしに戻れる

よう地域でできることを語り合いましょう。 

≪視点４≫ 犯罪被害者等の支援をする際に、以下の点に留意します。 

●他の場合や他の人と比べないようにします。 

→犯罪被害者にとってはその事件が辛い記憶です。その人の痛みに寄り添います。 

●強くなることを強要しないようにします。 

→犯罪被害者は、悲しんでよいし、泣いてよいのです。 

●自分の経験や価値観を押しつけないようにします。 

→犯罪被害者の話をきくことが大切です。 

●犯罪被害者とその家族の気持ちの変化に留意します。 

→同じ言葉であっても、犯罪直後と時間がたってからでは受け止め方が異なること

もあります。犯罪被害者とその家族の気持ちの変化を読み取って、適切な時期に

適切な対応をすることを考えます。 
 

３. より深く学ぶために（資料） 

 

 

 

 

犯罪被害者やその家族は、自分の意思とは無関係に犯罪に巻き込まれ、直接的な

被害を受けるだけではなく、被害後に生じる様々な二次的被害にも苦しめられてい

ます。犯罪被害者やその家族が一日も早く地域で平穏な暮らしを取り戻すには、地

域で何ができるかを考えましょう。 

① -８ 犯罪被害者等 

・警察庁 犯罪被害者白書 https://www.npa.go.jp/hanzaihigai/whitepaper/top.html 

・警察庁 犯罪被害者等施策 https://www.npa.go.jp/hanzaihigai/ 

・滋賀県 犯罪被害者等支援  
https://www.pref.shiga.lg.jp/ippan/kurashi/bouhankoutsu/11506.html 

・滋賀県犯罪者等支援条例  

http://www.pref.shiga.lg.jp/ippan/kurashi/bouhankoutsu/12315.html 

・性暴力被害者総合ケアワンストップびわ湖（SATOCO） 

     https://www.satoco.org 
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